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■セミナーのねらい

対　象 全社員、特に改善を推進＆指導すべき立場の方

日　時 ２０２6年６月１7日（水） 14：0０～１7：0０

講　師 東澤　文二氏 改善コンサルタント

会　場 北海道経済センター 札幌市中央区北1条西2丁目
TEL011-231-1355  （案内図は36ページを参照願います。）

参加費 ■ 会員 ： 無料　■ 一般：１４，３００円（内税１，３００円）

定　員 １００名程度（予定）

改善活性化講座（旧：改善セミナー～基礎編～）
手っとり早い改善力で仕事のやり易化＆ラクちん化 【リニューアル】

1．「簡単で・わかり易い改善事例」の研究

（１）（改善）＝（小変＝小さく変える）＝（ちょっとした工夫）

（２）「注意する」よりも、「注意しなくても・よい方法」を工夫

（３）「人を変える」よりも、「やり方」を変えるほうがより効果的

2． 改善のWhat・Why・How

（１）「やり方」を変えての（手抜き＝改善的・手抜き）

（２）「自分の仕事」の（ラクちん化・やり易化）

（３）試しに、（やめて・みる）＋（やって・みる）

3．手っとり早い改善の（実施→顕在化→共有化）

（１）とりあえず、「問題点・だけ」でも記入（改善的・分割記入）

（２）改善事例・教材（事例＋定石）の蓄積＝（改善力の強化）

（３）「徹底しよう」でなく、「徹底デキる」ように「やり方の工夫」

４．「研修レビュ」による（研修・後）のフォロー

（１）「記入事例」や「受講レポート」を基に「研修レビュ」

（まとめ＋追加資料）を作成。

（２）「フィード・バック」による（研修内容の再確認）→

（改善活動の定着化・活性化）

14：00 開始

17：00 終了

「手っとり早い改善力」を養成・強化→「改善活動」の
活性化

「多数の事例」を基に、「改善のWhat・Why・How」を
じっくり解説

「改善に対する誤解・ブレーキ」を解除→改善の意義
を実感・納得

1.

2.

3.

経営幹部対象プログラム

第46期 第一線記者を囲む会
取材活動の現場から内外の政治・経済・社会の潮流を掴む

■本会のねらい
取材活動の第一線でご活躍の記者や論説委員・編集委員（日本経済新聞社、北海道
新聞社、毎日新聞社ほか）の方から、興味深い時局のテーマに関するご講話をオフレ
コでお伺いし、企業経営・組織運営に有益な情報をご提供いただくとともに、特に関
心の高い事案について質疑懇談を通じて、その背景や方向性への理解を深めてま
いります。（会員交流会も実施予定）
■開催期間／2026年5月～2027年3月＊計6回開催 ＜時間12：30～14：30＞
■対　　象／経営幹部・管理者、労組幹部
■会　　場／札幌市内ホテル
■参 加 費（予定）／■ 会員 ： 115,500円（内税10，5００円） ■ 一般 ： 132,000円（内税12，０００円）

■第45期開催実績 （組織・役職名は当時のものです。）
・「日本の政治と外交はどうなるのか？～７月参院選と石破政権の展望」

／日本経済新聞社 編集委員兼論説委員  佐藤    賢 氏
・「エスコンⅤ１目指す日本ハム新庄剛志監督～そのリーダーシップとマネジメント」

／毎日新聞社 社会部北海道グループ記者  谷口 拓未 氏
・「道民は働かないの？働けないの？～有業率39位を考える」／北海道新聞社 経済部  金子 俊介 氏
・「日本の食料安保と北海道の役割」／日本経済新聞社 編集委員兼論説委員  吉田 忠則 氏
・「ヒグマの脅威～冬眠から覚める前に考えておくべきこと」／毎日新聞社 社会部北海道グループ記者  片野 裕之 氏 ほか

※詳細パンフレットは別途ご案内させていただきます。

第12期 北海道経営幹部育成塾
１０年先も見据えた次世代の経営リーダーを育成する

■ねらい
グローバル化が進展する中で、日本企業をとり巻く環境は大きく変化してい
ます。企業経営にあたりリーダーには新たな能力が求められています。第一
は、顧客ニーズの多様化に伴う「ものづくり」重視から「価値・仕組みづくり」
重視への転換に伴うビジネスモデルの構想力、第二に情報通信技術の進歩
を背景とした外部（他社）との連携力、第三に経済のグローバル化への対応
力です。北海道経営幹部育成塾では、激動する社会・経済の環境変化に的確
に対応できる知識・技術・人格を備えた次世代の経営リーダーを育成すると
共に、異業種交流を通じて人脈・ネットワークづくりを支援します。
■開催期間／202６年11月～２０２７年2月（全5講、各回9：30～17：00）
■対　　象／経営幹部・経営幹部候補者
■講　師　陣／メイン講師・コーディネーター　土井　尚人 氏 （(株)日本薬志 代表取締役社長）

第2講講師（マーケティング）　　  近藤　公彦 氏 （北海道武蔵女子大学 経営学部教授）
第3講講師（財務・会計）　　　　出口　秀樹 氏 （BDO税理士法人 札幌事務所 所長）

■会　　場／札幌市内会議室
■受講料（予定）／■ 会員 ： 157,300円 （内税14,300円）　

 ■ 一般 ： 190,300円 （内税17,300円）
■定　　員／18名（予定）

■カリキュラム案 （テーマ／内容）

※詳細パンフレットは別途ご案内させていただきます。

第１講

第 2 講
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【評価交流会】

  １． 経営者の心構え／部門経営者をはじめ経営者として必要な心構えをド
ラッカー経営哲学も交えて学ぶ

 ２． 経営戦略策定／企業規模や商製品・サービスに応じて経営戦略は変わ
る～経営戦略の基礎を理解する 【交流会】

３． イノベーション／自社の内部と外部にはイノベーションの機会が多数
存在している～ドラッカーの7つの機会を活用して変化を脅威ではな
くチャンスと感じるマインドを醸成する

 ４． マーケティング／消費者目線で考えるマーケティング思考力を醸成する

 ５． 経営計画の策定／実行が伴う「地に足の着いた経営計画」作成方法を
学ぶ

  ６． 意思決定とコミュニケーション／経営とは「正しい意思決定を行う」こと
～実行に移せる意思決定の手順を学ぶ

  ７． 財務・会計の知識／財務諸表の見方と経営への活用方法について学ぶ

 ８． 顧客に支持されながら利益を上げるビジネスモデル・営業／顧客に支
持されながら自社の利益を増進させるビジネスモデルを学ぶ

 ９． 人材活用・組織活性化／部下のタイプによってリーダーシップスタイル
を変えることにより、部下のやる気を増進させながら仕事の成果をあ
げる方法などを学ぶ

１０． プレゼンテーション／プレゼンテーションの基本を学ぶ

成果発表／経営塾の仕上げとして参加者が個別に設定したテーマについて
発表する
総括講義／良い経営戦略も顧客や関係者に伝わらなければ成果につながり
にくい


